
現
住
地

戸
主

平
民

関
野
金
太
郎

明
治
二
十
年
五
月
二
日
生

琥
聖
雲

本

籍
履
歴
書

同
鹿
の
至
り
に
て
供
奉
官
の
如
き
も
斯
迄
に
豫
定
に
差
違
を
来
さ
ゞ
る
こ
と

は
宜
に
不
思
議
な
る
事
と
の
話
さ
へ
あ
り
た
る
程
に
て
本
校
の
為
め
に
祝
着

の
儀
に
て
厚
く
諸
員
の
熱
誠
を
感
謝
す
る
次
第
な
り
。

⑥

『

南
都
七
大
寺
大
鏡
』

『
法
隆
寺
大
鏡
』
（
第
二
巻
559
頁
参
照
）
の
刊
行
が
成
功
裏
に
完
結
す
る
や
、

諸
方
か
ら
諸
大
寺
大
鏡
刊
行
の
要
請
が
起
こ
っ
た
た
め
、
本
校
は
大
正
九
年
七

月
に
『
南
都
七
大
寺
大
鏡
』
の
刊
行
を
決
定
し
、
再
び
白
石
村
治
に
編
集
を
依

託
し
た
。
翌
十
年
七
月
、
第
一
輯
刊
行
、
昭
和
四
年
二
月
、
第
七
十
六
輯
、
補

遺
一
輯
の
刊
行
を
も
っ
て
完
結
し
た
。
そ
の
後
、
同
七
年
六
月
に
至
り
、
既
刊

の
大
鏡
を
整
理
し
た
も
の
が
『
南
都
十
大
寺
大
鏡
』
（
全
二
十
五
巻
）
と
し
て

刊
行
さ
れ
た
。

⑦

関
野
聖
雲
の
起
用
と
畑
正
吉
の
教
授
昇
格

大
正
十
年
三
月
十
七
日
、
関
野
聖
雲
（
本
名
金
太
郎
）
が
彫
刻
科
助
教
授
に

任
命
さ
れ
、
高
村
光
雲
の
も
と
で
木
彫
実
習
の
指
導
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ

た
。
堅
雲
の
制
作
歴
は
採
用
時
に
提
出
さ
れ
た
左
記
の
履
歴
書
に
明
ら
か
で
あ

る
。

神
奈
川
縣
愛
甲
郡
小
鮎
村
上
古
沢
八
十
番
地
二
於
テ
生
ル

東
京
府
北
豊
島
郡
王
子
町
字
王
子
千
五
十
番
地

高
村
光
雲
氏
二
入
門

東
京
美
術
學
校
木
彫
選
科
入
學

廿
九
日
卒
業
在
學
中
ノ
製
作
木
彫
白
拍
子
同
校
二
買
上
ケ
ラ
ル

明
治
四
十
四
年
故
林
美
雲
氏
ノ
依
頼
ヲ
受
ケ
京
都
府
高
雄
山
神
護
寺
及
ヒ

滋
賀
縣
三
井
寺
二
出
張
國
宝
戴
点
ヲ
摸
寓
ス

第
三
回
東
京
勧
業
展
覧
二
於
テ
技
級
褒
状
ヲ
受
ケ
宮

大
正
二
年
五
月
一
日

内
省
御
用
品
ト
ナ
ル

同
二
年
九
月
二
十
五
日

賞
牌
ヲ
受
ク

大
正
一
―
一
年
三
月
廿
日

同
五
年
九
月
十
五
日

同
六
年
九
月
二
日

ヲ
依
嘱
サ
ル

東
京
大
正
博
覧
会
美
術
館
二
出
品
入
選
ス

第
二
十
九
回
彫
刻
競
技
会
二
於
テ
銀
賞
牌
ヲ
受
ク

第
三
十
回
記
念
彫
刻
競
技
会
二
於
テ
委
員
及
ヒ
審
脊
員

同
会
二
於
テ
銀
賞
牌
ヲ
受
ヶ
宮
内
省
御
用
品
ト
ナ
ル

日
本
美
術
協
会
第
二
部
委
員
及
ヒ
第
六
十
二
回
美
術
展
覧
会

回
マ
テ
四
回
入
選
ス

同
八
年
十
月
帝
園
美
術
院
第
一
回
美
術
展
覧
会
二
出
品
入
選
ス

同
九
年
十
月
同
第
二
回
美
術
展
覧
会
二
於
テ
特
選
ヲ
受
ク

右
之
通
相
違
無
之
候
也

大
正
十
年
三
月

関
野
金
太
郎
⑱

（「
吠
虹
職
員

二
関
ス
ル
書
類
嗜
」
）

右

文
部
省
美
術
展
覧
会
二
彫
刻
出
品

同
九
年
五
月

委
員
並
二
審
査
員
ヲ
依
嘱
サ
ル

明
治
三
十
八
年
十
月

明
治
三
十
九
年
四
月

學
業

第
二
十
七
回
彫
刻
競
技
会
二
於
テ
銅
賞
牌
及
ヒ
銀

同
四
十
四
年
三
月

第
九
回
（
大
正
四
年
）
ヨ
リ
同
第
十
二
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⑧
 

次
い
で

三
月
二
十
九
日
、
彫
刻
科
木
彫
実
習
担
当
助
教
授
畑
正
吉
が
教
授
に

昇
格
し
た
。
畑
は
明
治
三
十
九
年
本
校
彫
刻
科
（
木
彫
）
を
卒
業
し
、
翌
四
十

年
十
月
農
商
務
省
海
外
実
業
練
習
生
と
し
て
渡
仏
。
パ
リ
の
国
立
美
術
学
校
に

一
年
半
ほ
ど
留
学
し
て
彫
刻
を
研
究
し
、

一
面
に
於
て
は
装
飾
美
術
に
関
す
る

研
究
を
為
し
、
そ
の
後
約
一
年
半
イ
ギ
リ
ス

、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
等
の
美
術

工
芸
陳
列
館
ま
た
は
工
場
を
巡
歴
見
学
し
て
同
四
十
―
―
一
年
十
月
帰
国
。
大
正
元

年
九
月
本
校
雇
（
木
彫
部
助
手
）
と
な
り
、
同
七
年
助
教
授
に
昇
格
し
た
。
教

授
に
昇
格
後
、
直
ち
に
工
芸
彫
刻
研
究
の
た
め
一
年
間
フ
ラ
ン
ス

、
イ
タ
リ
ア

に
お
け
る
在
外
研
究
を
命
ぜ
ら
れ
（
追
っ
て
ア
メ
リ
カ
在
留
も
追
加
）
、
同
年
五

月
二
日
に
出
発
、
翌
十
一
年
七
月
二
十
五
日
に
帰
国
し
た
。
し
か
し
、
翌
八
月

二
十
一
日
に
は
東
京
高
等
工
芸
学
校
教
授
に
転
任
す
る
。
関
野
聖
雲
の
起
用
は

畑
の
辞
任
を
見
越
し
て
の
措
置
で
あ
っ
た
。

朝
倉
文
夫
、
北
村
西
望
の
起
用
と
教
室
制

大
正
十
年
五
月
九
日
、
本
校
彫
刻
科
卒
業
生
で
帝
展
の
代
表
作
家
で
あ
る
朝

倉
文
夫
と
北
村
西
望
が
教
授
（
塑
造
実
習
担
当
）
に
任
命
さ
れ
た
。
彫
刻
科
で

は
前
年
の
建
畠
大
夢
の
起
用
に
続
い
て
本
年
三
月
の
関
野
聖
雲

（
木
彫
実
習
担

当
）
が
起
用
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
両
名
の
官
展
花
形
作
家
が
起
用
さ
れ
、
教
室

制
が
実
施
さ
れ
て
、
大
正
五
年
の
美
術
学
校
改
革
運
動
以
来
の
懸
案
が
ひ
と
ま

ず
解
決
を
み
た
。

朝
倉
文
夫

朝
倉
文
夫
の
経
歴
に
つ
い
て
は
幾
多
の
文
献
資
料
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
本

校
採
用
時
に
提
出
さ
れ
た
自
筆
履
歴
害
を
掲
載
す
る
。

朝

倉

明
治
拾
六
年
参
月
弐
日
生

明
治
弐
拾
参
年
四
月
大
分
縣
大
野
郡
上
井
田
村
板
井
迫
尋
常
小
學
校
入
學

同
弐
拾
六
年
参
月
同
校
卒
業

明
治
弐
拾
六
年
四
月
大
分
縣
直
入
郡
高
等
小
學
校
入
学
同
参
拾
年
参
月

同
校
卒
業

明
治
参
拾
年
四
月
大
分
縣
立
大
分
中
學
校
竹
田
分
校
二
入
學
同
参
拾
五

年
九
月
竹
田
中
學
校
修
業
中
退
學
上
京
ス

明
治
参
拾
六
年
九
月
東
京
美
術
学
校
彫
刻
撰
科
二
入
学

明
治
参
拾
九
年
九
月

三
海
将
銅
像
製
作
二
應
募
仁
證
中
将
ノ
像
ヲ
製
作

シ
テ
第
一
等
二
営
選

明
治
四
拾
年
参
月
廿
九
日

科
二
編
入
セ
ラ
ル

明
治
四
拾
弐
年
十
月
第
参
回
文
部
省
美
術
展
覧
會
二
彫
塑
「
山
か
ら
来
た

男
」
ヲ
出
品
シ
テ
三
等
賞
ヲ
受
ヶ
政
府
買
上
ケ
ト
ナ
ル
同
會
二
「
猫
」

及
「
老
婆
ノ
像
」
ヲ
出
品
ス

同
年
十
月
東
京
美
術
学
校
研
究
科
ヲ
履
修
ス

明
治
四
拾
参
年
五
月
名
古
屋
開
府
一
一一
百
年
紀
念
新
古
美
術
展
覧
會
二
彫
塑

「
猫
」
ヲ
出
品
シ
テ
銀
賞
ヲ
受
ク

明
治
四
拾
壱
年
十
月

シ
テ

ニ
等
賞
ヲ
受
ヶ
政
府
買
上
ヶ
ト
ナ
ル

寄
留
地

原

履
歴
害

籍

第
二
回
文
部
省
美
術
展
覧
會
二
彫
塑
「
闇
」
ヲ
出
品

東
京
美
術
学
校
彫
刻
撰
科
ヲ
履
習
シ
同
校
研
究

文

大
分
縣
大
野
郡
上
井
田
村
大
字
板
井
迫
百
九
拾
四
番
地

東
京
市
下
谷
区
谷
中
天
王
寺
町
弐
拾
番
地

夫
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